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Poropare上でのMALDI*¹イメージング： 目的にフォーカスした応用

■ 測定手順

Poropareにイチゴ割断面の成分を転写させたあと、      
エアブラシでマトリックス（DHB）を塗布。その後MALDI- 
TOFMS装置で質量分析イメージングを実施した。

■ アプローチ

上述の手法で薄切とマトリックス塗布不要の質量分析イメー
ジングが実現されたが、この手法では検出されない成分も 
ある。一方、MALDIは実績の多い手法だが、主に切片で   
実施されてきた。

■ 測定の課題

•薄切不要のMALDIイメージングが可能
マトリックス塗布による局在の乱れはほとんど見られない。

•様々な前処理と組み合わせることが可能
　さまざまな前処理やイオン化法を組み合わせることで、目的
　にフォーカスした結果が得られる。

Poropareの活用結果

*¹ マトリックス支援レーザー脱離イオン化法
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